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議会だより議会だより
おおはる

小
中
学
校
の
体
育
館
に

小
中
学
校
の
体
育
館
に

　

９
月
定
例
会
は
、
９
月
４
日
に
開
会
し
、
20
日
ま
で
の
17
日

間
の
会
期
で
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
決
算
を
は
じ
め
、
東
條
地
区
に
設
置

す
る
球
技
場
等
の
設
置
工
事
費
な
ど
を
含
む
令
和
６
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
や
物
品
購
入
契
約
に
係
る
追
認
議
案
な
ど
、
16

議
案
を
認
定
・
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
の
任
命
や
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の

選
任
に
同
意
し
、議
員
提
出
の
意
見
書
４
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
補
正
予
算

答
弁

▼
災
害
対
策
用
備
品
購
入
費　

　
　
　
　
　
　
　

１
４
４
万
円

　

備
品
は
何
を
購
入

し
、
ど
こ
に
配
置
す
る
の
か
。

　

消
火
栓
を
応
急
給
水

栓
と
し
て
使
用
す
る
た
め
の
器

具
を
購
入
す
る
。

　

器
具
は
、
公
民
館
、
西
條
防

災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
南
保
育

園
に
配
置
す
る
。

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

▼
体
育
館
空
調
設
備
設
置
工
事

　
　
　
　
　

      

設
計
委
託
料

（
小
学
校
費
）   

１
４
１
１
万
３
千
円

（
中
学
校
費
）　
　
　

１
２
４
３
万
円

　　
小
中
学
校
の
体
育
館
と
中
学

校
の
柔
剣
道
場
に
、
空
調
設
備

を
設
置
す
る
た
め
の
設
計
費
用

で
す
。

▼
感
染
症
対
策
事
業
費

　
　
　
　

６
０
９
７
万
６
千
円

　

令
和
６
年
10
月
か
ら
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
定

期
接
種
を
開
始
す
る
な
ど
の
費

用
で
す
。

▼
球
技
場
等
整
備
工
事

　
　
　
　
　
　

６
５
０
０
万
円

　

東
條
字
砂
島
地
区
に
、
ち

び
っ
こ
広
場
を
併
設
し
た
球
技

場
を
整
備
し
ま
す
。
開
設
は
令

和
７
年
度
の
予
定
で
す
。

▼
避
難
所
等
給
排
水
管

　
　

耐
震
化
工
事
設
計
委
託
料

　
　
　
　

１
１
６
５
万
９
千
円

　

災
害
時
に
ト
イ
レ
が
使
用
で

き
る
よ
う
、
避
難
所
と
な
る
施

設
の
給
排
水
管
を
耐
震
化
す
る

設
計
を
し
ま
す
。

　　

耐
震
化
す
る
の
は
、

ど
こ
の
避
難
所
か
。

　　

小
中
学
校
と
南
保

育
園
を
除
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
避
難
所
と
、
保
健

セ
ン
タ
ー
、
役
場
の
９
カ
所
を

予
定
し
て
い
る
。

▼
教
職
員
用
教
科
書
等
購
入

〇
契
約
金
額

　
　

１
８
０
５
万
４
８
１
５
円

〇
契
約
日

　
　
　
　

令
和
２
年
１
月
27
日

▼
教
職
員
用
教
科
書
等
購
入

〇
契
約
金
額

　
　

２
０
２
８
万
１
７
０
５
円

〇
契
約
日　

　
　
　
　

令
和
６
年
２
月
22
日

　

令
和
元
年
以
前
は
確

認
で
き
な
い
と
の
説
明
だ
が
、

従
前
の
契
約
も
７
０
０
万
円
を

超
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　

過
去
に
同
様
の
事
例

が
な
い
と
明
言
で
き
な
い
た

め
、
地
方
自
治
法
違
反
と
な
る

可
能
性
は
認
識
し
て
い
る
が
、

現
在
判
明
し
て
い
る
範
囲
で
、

違
法
状
態
を
解
消
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

  

空
調
設
備

空
調
設
備  

設
置
へ

設
置
へ

　
物
品
購
入
契
約

（
追　

認
）

　

体
育
館
は
、
災
害
時
に
は
避

難
所
と
し
て
の
役
割
も
あ
り
ま

す
。
文
部
科
学
省
は
令
和
７
年

度
ま
で
の
工
事
に
係
る
補
助
率

を
２
分
の
１
に
引
き
上
げ
る
こ

と
か
ら
、
空
調
設
備
の
導
入
と

あ
わ
せ
て
断
熱
性
確
保
の
工
事

も
実
施
す
る
予
定
で
す
。

中学校の柔剣道場

　

町
の
条
例
で
は
、
地
方
自
治

法
に
基
づ
き
、
財
産
（
動
産
）

を
取
得
す
る
時
は
、
予
定
価
格

が
７
０
０
万
円
を
超
え
る
場

合
、
議
会
の
議
決
が
必
要
と
定

め
て
い
ま
す
。

　

他
の
自
治
体
で
の
事
例
を
踏

ま
え
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
議
決

を
得
ず
契
約
し
て
い
た
事
例
が

見
つ
か
り
ま
し
た
。
本
来
は
契

約
前
に
議
決
す
べ
き
と
こ
ろ
で

す
が
、購
入
後
に
議
決
（
追
認
）

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

追　
　

認

　
　

追　
　

認

消火栓を応急給水栓へ  訓練中

東條

予定地

力を合わせてその手で創る「新時代」　～中学校体育祭～
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反
対　
　

𠮷よ
し
は
ら原　

経つ
ね
お夫

〝 

も
っ
と
補
助
す
べ
き 

〟　

　

当
初
予
算
の
討
論
で
も
指
摘

し
た
が
、
令
和
４
年
度
よ
り
も

小
中
学
校
の
給
食
費
補
助
を
減

ら
し
た
た
め
、
保
護
者
の
負
担

が
増
え
た
。
私
は
給
食
費
の
無

償
化
を
求
め
て
い
る
が
、
少
な

く
と
も
こ
の
物
価
高
の
中
で
は

保
護
者
負
担
を
増
や
す
べ
き
で

は
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
が
逼ひ

っ
ぱ
く迫
し
て
い
る
中
で
、

一
般
会
計
に
約
５
１
０
０
万
円

の
繰
り
入
れ
を
行
わ
ず
、
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
に
残
し
て

お
く
べ
き
だ
っ
た
。

質
問

答
弁

答
弁

質
問

　　

認
知
症
施
策
の
拡
充
を
問
う

認
知
症
施
策
の
拡
充
を
問
う

　　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
と
校
内
通
信
環
境
の
整
備
を
問
う

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
と
校
内
通
信
環
境
の
整
備
を
問
う

　　

討討  

論論　

反

　

反
対対
・・
賛賛
成　成　

　　　議　　　案　※議長は採決に加わりません 賛成 反対 議決
結果

令和５年度　一般会計歳入歳出決算 １０ 1 認定

令和５年度　国民健康保険特別会計歳入歳出決算 １０ １ 認定

令和５年度　土地取得特別会計歳入歳出決算 １１ ０ 認定

令和５年度　介護保険特別会計歳入歳出決算 １０ １ 認定

令和５年度　後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 １０ １ 認定

令和５年度　下水道事業会計決算 １１ ０ 認定

令和６年度　一般会計補正予算（第３号） １１ ０ 可決

令和６年度　一般会計補正予算（第４号） １１ 0 可決

令和６年度　国民健康保険特別会計補正予算（第 1 号） １１ ０ 可決

令和６年度　介護保険特別会計補正予算（第 1 号） １１ ０ 可決

令和６年度　後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1 号） １１ ０ 可決

令和６年度　下水道事業会計補正予算（第 1 号） １１ 0 可決

国民健康保険条例の一部改正 １１ ０ 可決

物品購入契約（バスケットゴール） １１ ０ 可決

教育委員会委員の任命（杉戸 江泉 氏） １１ ０ 同意

固定資産評価審査委員の選任（野間 祐司 氏） １１ ０ 同意

物品購入契約の追認（令和元年度　教職員用教科書など） １１ 0 可決

物品購入契約の追認（令和５年度　教職員用教科書など） １１ 0 可決

日本政府に核兵器禁止条約の参加・調印・批准を求める意見書 １０ １ 可決

ガザ地区の即時停戦のための積極的外交を政府に要求する意見書 １１ 0 可決

義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める意見書 １１ 0 可決

国の私学助成の拡充に関する意見書 １０ １ 可決

 
　            

９
　
月
　
定
　
例
　
会

令
和
５
年
度
決
算

◆
福
祉
用
自
動
車

　
　
　

    　

改
造
費
助
成
事
業

　
ど
の
よ
う
な
も
の
が

助
成
対
象
と
な
る
の
か
。

　

今
回
の
場
合
、
下
肢

障
害
の
あ
る
方
が
、
手
で
ア
ク

セ
ル
や
ブ
レ
ー
キ
の
操
作
を
行

う
た
め
の
改
造
の
費
用
を
助
成

し
た
。

　

令
和
５
年
度　

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

福祉巡回バス運行福祉巡回バス運行
コ
ー
ス
を
見
直
し
停
留
所
を
追
加

万円
　６８７

　

賛
成　
　

手て
じ
ま嶋　

い
ず
み

〝 

適
切
な
決
算
だ 

〟　

　

令
和
５
年
度
は
、
多
世
代
交

流
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ン
、
子

ど
も
医
療
費
の
支
給
対
象
者
年

齢
の
拡
充
、
健
康
公
園
や
砂
子

防
災
公
園
の
整
備
推
進
が
行
わ

れ
て
い
る
。

　

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
町
民

に
商
品
券
の
交
付
や
小
中
学
校

給
食
費
補
助
金
の
支
給
な
ど
が

行
わ
れ
、
町
民
の
負
担
軽
減
の

支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
財
源
は
、
国
・
県

の
補
助
金
を
十
分
に
活
用
し
て

お
り
、
い
ず
れ
も
適
切
な
措
置

で
あ
る
。

街頭消火器など購入街頭消火器など購入

 ３９１
万円

質
問

答
弁

◆
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

　

救
急
医
療
情
報
キ
ッ

ト
の
配
布
数
と
、
配
布
し
た
効

果
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

　

２
３
５
個
購
入
し
、

１
３
１
個
を
配
布
し
た
。

　

緊
急
時
に
、
救
急
隊
員
が

キ
ッ
ト
の
情
報
を
活
用
し
た
実

績
が
あ
る
。

令和５年度　一般会計決算　　こんなことに使われました

◆
住
宅
用
地
球
温
暖
化
対
策

　
　

設
備
導
入
促
進
費
補
助
金

　

申
請
さ
れ
た
分
の
予

算
は
、
足
り
た
の
か
。

　

年
度
の
途
中
で
予
算

が
不
足
し
、
申
請
の
受
付
が
で

き
な
く
な
っ
た
。

　

来
年
度
以
降
は
、
補
正
予
算

も
あ
り
得
る
と
考
え
て
い
る
。

◆
街
頭
消
火
器
等
購
入
費

　

街
頭
に
消
火
器
を
設

置
し
た
が
、
盗
難
な
ど
の
報
告
は

あ
る
の
か
。
ま
た
、
対
策
は
。

　

総
代
に
設
置
箇
所
の

図
面
を
配
布
し
、
消
防
団
に
点
検

を
依
頼
し
た
。

　

今
年
度
に
入
っ
て
、
八
ツ
屋
と

鎌
須
賀
の
２
カ
所
で
盗
難
が
あ
っ

た
。
今
後
は
、
人
目
に
つ
き
明
る

い
場
所
に
置
く
な
ど
の
対
策
を
し

て
い
き
た
い
。

質
問

答
弁

ソ
ー
ラ
ー
Ｌ
Ｅ
Ｄ
付
看
板

大
規
模
停
電
対
策
で
設
置
し
た

 ４０７
万円

避難所案内看板設置避難所案内看板設置 防災備蓄倉庫建設防災備蓄倉庫建設

万円
　６８０

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
に
設
置

多世代交流センター開設多世代交流センター開設

５０５９
万円

物
品
購
入
契
約

▼
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
移
動
式

バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
設
置
事
業

〇
契
約
先   　
　

㈱
永
和
商
会

〇
契
約
金
額　
　

９
５
７
万
円

　

万
一
の
事
態
に
備
え
、
か
か

り
つ
け
医
療
機
関
や
持
病
な

ど
、
救
急
時
に
必
要
な
情
報
を

専
用
容
器
（
キ
ッ
ト
）
に
入
れ
、

自
宅
の
冷
蔵
庫
に
保
管
し
て
お

く
と
、
救
急
隊
が
必
要
に
応
じ

て
救
急
活
動
に
使
用
し
ま
す
。

　

配
布
の
対
象
は
、
65
歳
以
上

の
方
、心
身
に
障
害
の
あ
る
方
、

そ
の
他
希
望
す
る
方
で
す
。

　

役
場
（
長
寿
支
援
課
）・
多

世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
・
保
健
セ

ン
タ
ー
・
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

▼▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
（
再
任
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
再
任
）

　

任
期
は
令
和
６
年
12
月
27
日

か
ら
３
年
間
で
す
。

野
の ま

間 祐
ゆ う じ

司 氏

※１万円未満切捨

河川監視カメラ設置河川監視カメラ設置

万円
 ４４５

映
像
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
ら
れ
ま
す

万円
３億 5913

地
区
の
ご
み
集
積
場

ごみ収集・処理施設負担金ごみ収集・処理施設負担金

万円
４億 275

福祉医療費福祉医療費

 
 

人 

事 

案 

件

　

任
期
は
令
和
６
年
10
月
１
日

か
ら
４
年
間
で
す
。

杉
す ぎ と

戸 江
え み

泉 氏

▼▼
教
育
委
員　
（
再
任
）

教
育
委
員　
（
再
任
）

（ソーラーパネル搭載）（ソーラーパネル搭載）

子
ど
も
医
療
費
無
償
化
を
18
歳
ま
で
拡
大

見本

見本

＊
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
と
は

子子どどもも医医療療費費 22億億22334444万万円円

障障害害者者医医療療費費 66113355万万円円

母母子子・・父父子子家家庭庭医医療療費費 22995511万万円円

精精神神障障害害者者医医療療費費 22667711万万円円

後後期期高高齢齢者者福福祉祉医医療療費費 66117744万万円円
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万全な態勢を整えていく

総
務
部
長　

①
地
震
発
生
時
に

早
く
非
常
配
備
態
勢
を
取
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
な
ど
事
業
開
催
中

に
発
生
し
た
場
合
の
対
応
。

　

公
共
施
設
で
の
来
庁
者
の
避

難
経
路
な
ど
の
確
認
。

②
発
表
後
は
行
っ
て
い
な
い

が
、定
期
的
に
確
認
し
て
い
る
。

③
多
言
語
に
対
応
す
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
ア
プ
リ
の
翻
訳
機
能
を

利
用
し
て
行
う
。	

　　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
を
受
け
て

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
を
受
け
て

　
８
月
８
日
に
日
向
灘

を
震
源
と
す
る
地
震
が

あ
り
、
そ
こ
で
「
南
海

ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報

（
巨
大
地
震
注
意
）」
が
発
表
さ
れ
た
。

①
町
で
は
何
を
重
点
に
確
認
を
行
っ
た
か
。

②
備
蓄
品
な
ど
の
確
認
は
、
全
て
の
拠
点
で

行
っ
た
の
か
。

③
町
在
住
の
外
国
人
に
対
し
、
避
難
所
情
報

や
、
水
・
食
料
品
な
ど
の
配
給
は
大
丈
夫
な

の
か
。

当事者に優しいまちづくりを推進

　　

認
知
症
施
策
の
拡
充
を
問
う

認
知
症
施
策
の
拡
充
を
問
う

　
食
材
費
の
高
騰
が
深

刻
で
あ
る
。
今
年
度
４

月
１
日
時
点
で
の
小
中

学
校
の
食
材
費
は
１
年

間
で
い
く
ら
か
か
る
予
定
だ
っ
た
か
。

　　
小
中
学
校
の
給
食
費
の
半
額
補
助
を
県
に

求
め
る
と
と
も
に
、
町
と
し
て
残
り
の
半
額

を
補
助
し
て
給
食
費
の
無
償
化
を
実
施
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

　　
ま
た
、
本
町
は
学
校
給
食
費
の
会
計
を
、

町
管
理
の
公
会
計
に
、
い
つ
切
り
替
え
る
か
。

教
育
部
長　

令
和
６
年
度
の
食

材
費
の
見
込
み
は
、
小
学
校
３

校
で
約
１
億
１
６
０
０
万
円
、

中
学
校
が
約
６
５
０
０
万
円
。

　

今
の
と
こ
ろ
給
食
費
無
償
化

の
考
え
は
な
い
。
県
に
要
望
の

予
定
も
な
い
。

　

公
会
計
化
に
は
費
用
や
人
員

確
保
な
ど
解
決
す
べ
き
課
題
が

あ
る
が
、
文
科
省
も
推
進
し
て

い
る
の
で
、今
後
検
討
し
た
い
。

今のところ考えはない

　　

給
食
費
無
償
化
の
考
え
は

給
食
費
無
償
化
の
考
え
は

福
祉
部
次
長
兼
民
生
課
長

①
65
歳
以
上
の
町
民
が
対
象

で
、
定
員
は
20
人
。
各
種
講
義

の
ほ
か
、
行
事
も
行
い
、
令
和

７
年
度
の
春
に
開
校
予
定
。

②
昨
年
度
末
で
４
３
４
５
人
が

受
講
し
た
。
見
守
り
や
認
知
症

カ
フ
ェ
な
ど
の
活
動
に
つ
な
げ
る

取
り
組
み
を
行
っ
た
。

③
さ
ま
ざ
ま
な
技
法
を
講
座
に

取
り
入
れ
て
い
く
。

ずばり直言！ ずばり直言！ 一 般 質 問一 般 質 問
一般質問とは、議員が自身の考えや町民の声をもとに、町政全般について質問することです。質問と答弁を要約してお知らせします。

スマホから簡単
に見られます！

７市町村の端末統一が理想

教
育
部
長
　
①
意
見
集
約
や
動

画
の
活
用
な
ど
。
必
要
に
応
じ

て
持
ち
帰
り
も
あ
る
。

②
教
室
はW

i-F
i

で
、
他
は

モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
。
体
育
館

にW
i-F

i

を
と
学
校
か
ら
要

望
が
あ
れ
ば
、
検
討
す
る
。

③
町
内
の
学
校
か
ら
端
末
統
一

の
声
を
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。

④
次
々
回
以
降
の
調
達
時
に
は

教
職
員
の
意
見
も
聞
き
た
い
。

　　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
と
校
内
通
信
環
境
の
整
備
を
問
う

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
と
校
内
通
信
環
境
の
整
備
を
問
う

福
祉
部
長　

町
の
国
民
健
康
保

険
税
の
収
納
率
は
88
・
75
％
と

低
い
水
準
で
あ
る
。
令
和
６
年

度
で
国
保
の
支
払
準
備
基
金
を

全
額
繰
り
入
れ
る
た
め
、
財
政

は
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

　

収
納
率
を
上
げ
る
ほ
か
、
財

源
の
確
保
に
努
め
る
。
ま
だ
年

度
途
中
で
あ
る
が
、
今
年
度
赤

字
の
際
は
、
翌
年
度
予
算
か
ら

繰
り
上
げ
措
置
を
行
う
。

一般会計からの繰り入れはしない

　　

国
保
会
計
の
財
政
は
大
丈
夫
か

国
保
会
計
の
財
政
は
大
丈
夫
か

　
近
年
は
全
国
的
に
真

夏
日
や
猛
暑
日
、
さ
ら

に
そ
れ
を
超
え
た
酷
暑

日
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、

非
常
に
危
険
を
伴
う
暑
さ
と
な
っ
て
い
る
。

　

夏
に
屋
外
業
務
に
あ
た
る
職
員
や
、
災
害

時
に
非
常
態
勢
で
公
務
を
行
う
職
員
・
消
防

団
・
医
療
従
事
者
の
体
調
が
心
配
で
あ
る
。

　

熱
中
症
対
策
と
し
て
小
型
フ
ァ
ン
が
内
蔵

さ
れ
た
空
調
ベ
ス
ト
や
空
調
服
を
導
入
し
て

は
ど
う
か
。

 後
ご と う だ

藤田　麻
ま み こ

美子

　　

熱
中
症
予
防
対
策
に
つ
い
て

熱
中
症
予
防
対
策
に
つ
い
て

総
務
部
長　

空
調
ベ
ス
ト
や
空

調
服
は
、
皮
膚
の
表
面
温
度
を

下
げ
、
涼
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る

こ
と
で
、
心
理
的
負
担
を
軽
減

で
き
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
脳
や
内
臓
な
ど
の
体

内
部
の
温
度
や
、
心
拍
数
の
抑

制
に
は
効
果
が
期
待
で
き
な
い

と
も
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
粉

じ
ん
が
多
い
現
場
に
は
使
用
が

難
し
く
、
慎
重
に
検
討
す
る
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
は
厳
し
い
財
源
で

運
営
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
大
治
町
の

収
納
率
は
県
内
で
一
番
低
く
、
来
年
度
は

大
幅
な
税
率
引
き
上
げ
の
可
能
性
が
あ
る
。 

　

令
和
５
年
度
決
算
か
ら
、
収
納
率
や
国
保

会
計
の
財
政
状
況
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

令
和
６
年
度
の
国
保
会
計
の
運
営
は
赤
字

と
な
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
ど
う
対
応
す
る

の
か
。

空調ベストなどは慎重に検討する

 手
て じ ま

嶋　いずみ

   

　
全
国
の
小
中
学
生
に

一
人
１
台
導
入
さ
れ
た

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
更

新
に
向
け
て
、
現
状
で

の
効
果
検
証
が
必
要
と
考
え
る
。

①
ど
の
よ
う
に
端
末
を
使
っ
て
い
る
か
。

②
校
内
の
通
信
環
境
整
備
の
状
況
は
。

③
海
部
地
区
７
市
町
村
で
端
末
が
異
な
り
、

異
動
で
負
担
が
生
じ
て
、
苦
し
ん
で
い
る
現

場
の
教
職
員
の
声
に
対
す
る
町
の
見
解
は
。

④
教
職
員
と
自
治
体
担
当
者
の
意
見
共
有
は
。

  𠮷
よしはら

原　経
つ ね お

夫

ある日の給食（ビビンバ・春雨スープ）

災害用備蓄品 学校で使っているタブレット
屋外での作業は熱中症が心配

ユマニチュードの基本 「同じ目線で正面から見る」

 池
い け だ

田　耕
こうすけ

介 林
はやし

　哲
てっ

秀
しゅう

 鈴
す ず き

木　康
やすとも

友

    

　

町
で
は
、
認
知
症
予

防
の
講
座
や
、
認
知
症

カ
フ
ェ
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

①
「
大
治
町
１
０
０
歳
大
学
」
の
内
容
は
。

②
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
の
現

在
ま
で
の
状
況
や
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

③
患
者
を
抱
え
る
家
族
に
、
優
し
さ
を
伝
え

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
ケ
ア
の
技
法
で

あ
る
「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」
を
取
り
入
れ
た

講
座
を
行
う
考
え
は
。

◆ 大幅に保険料が増額する可能性あり

※負担増の場合、今後の計画を町民(議会)に
早急に提案・説明して、理解を得るべき

令和7年度の保険料はどうなる？

※ 収納率の改善によって
町民の負担増を緩和できる!!

議場で使用した説明資料
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１２月定例会  日程（案）　

１１月２６日（火）議会運営委員会

１２月　４日  （水）開会　上程・提案説明

　　　　９日  （月）一般質問

　　　１０日  （火）質疑

　　　１２日  （木）総務建設常任委員会

　　　　　　　　　予算決算常任委員会（総務建設分科会）

　　　１３日  （金）文教厚生常任委員会

　　　　　　　　　　予算決算常任委員会（文教厚生分科会）

　　　１９日  （木）10：00　 予算決算常任委員会

                         　  11：00　 採決　閉会

※午前 10 時開催です。日程などは変更となる場合があります。

　請願・陳情書は 11 月 19 日（火）受付分まで取り扱います。

　定例会日程は、町ホームページにも掲載しています。

   

今
号
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

次
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。　

　

委
員
長
の
ひ
と
り
ご
と
…

　
公
職
選
挙
法
第
１
４
７
条
の
２
に
よ
り
、
町
議
会
議
員
、
そ
の

候
補
者
及
び
候
補
者
と
な
ろ
う
と
す
る
人
は
、
大
治
町
内
の
方
に

返
事
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も
の
を
除
き
、
年
賀
状
な
ど
の
あ
い

さ
つ
状
を
出
す
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

✖
✖
✖ 

年
賀
状
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
の
禁
止 

✖
✖
✖
　

❖❖❖❖❖❖令和６年度　全国町村議会広報研修会❖❖❖❖❖❖

●と　き　令和６年９月 25 日（水）　　　　●ところ　ニッショーホール（東京都港区）

　広報紙が住民の心を動かし、住民が自主的に、まちの魅力を発信している市町村があること

を知りました。

　「議会広報紙の真のターゲットは、多くの無関心層」「読まれない議会だよりに出す意味なし」

「もっと住民の中に入って、議員自ら取材すべき」「議員にとって耳の痛い声こそ、取り上げる

べき」など、多くの指摘を頂きました。これからも住民目線で、編集していきます。

❖❖❖❖❖❖第 37 回　愛知県町村議会広報研修会❖❖❖❖❖❖

●と　き　令和６年 8 月５日（月）　　　　 ●ところ　アイリス愛知（名古屋市）　

●テーマ　「今後の広報のあり方」　　　　　●講　師　広報コンサルタント　芳
よ し の

野 政
まさあき

明 氏

　委員会の目指している方向性や企画について、評価を頂いたことは大いに励みになりました。

今後は、広報の先進自治体や他の研修会に参加し、新たな企画やページ増も具体的に検討して

いく予定です。　　　

 【講師による「おおはる議会だより１８２号」の評価】

　アンケート企画といった住民参加型の企画を取り入れており、

住民とともに歩む姿勢が顕著だった。記事量を増やしたり、見出

しや写真を多くして、目を引く編集にしていくためには４面の紙

面では足りない。ページ増を検討したい。

　今後も若い読者をひきつける企画や興味関心を集められる試み

など住民視点の企画編集、グレードアップに期待します。

■日本政府に核兵器禁止条約の参加・調印・批准を

求める意見書

　提出先：内閣総理大臣、外務大臣

■ガザ地区の即時停戦のための積極的外交を政府に

要求する意見書

　提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣

　　　　   内閣官房長官、外務大臣

■義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める

意見書

　公立小中学校の教育を充実するため、義務教育費

国庫負担制度の堅持と、国庫負担率を２分の１へ復

元することを求める。

　提出先：内閣総理大臣、内閣官房長官、財務大臣

                 文部科学大臣、総務大臣

■国の私学助成の拡充に関する意見書

　父母負担の公私格差を是正するために就学支援金

と経常費補助等の一層の拡充を図ることを求める。

　提出先：内閣総理大臣、財務大臣、文部科学大臣

　　　　　総務大臣

意 　　見　　 書意 　　見　　 書
下記の意見書を可決し、国の関係機関に提出しました。下記の意見書を可決し、国の関係機関に提出しました。

▼
正
月
の
大
地
震
に
続
き
、
能
登
半
島
を
集
中
豪
雨
が
襲
い
ま
し

た
。
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
に
心
か
ら
の
お
悔
み
を
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

▼
９
月
議
会
で
も
２
人
の
議
員
が
一
般
質
問
す
る
な
ど
、
災
害
対

策
を
多
く
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
避
難
所
の
整
備
、
街
頭
消
火

器
の
新
た
な
設
置
や
災
害
時
の
水
の
確
保
な
ど
、
多
く
の
対
策
が

実
現
で
き
て
い
ま
す
。

▼
こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
に
耳
を
傾
け
、
町
政
に
反
映

さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

●１. 両方を読んでいる方が最も多い　（66 人 /93 人）１. 両方を読んでいる方が最も多い　（66 人 /93 人）

　両方を読んでいる方は 66 人と、アンケート全体で最

も多い割合を占めていました。

　敬老会に参加された多くの方が町の情報全般に関心を

持っていただきうれしく思います。

●４. どちらも読んでいない方もいる（５人 /93 人）４. どちらも読んでいない方もいる（５人 /93 人）

　少数ではありますが、どちらも読んでいない方もいま

した。

　9 月 14 日に大治町スポーツセンターにて行われた敬

老会に参加された方々に、「おおはる議会だより」と「広

報おおはる」についてのアンケートをさせていただきま

した。

　■全体として

　「広報おおはる」の方が「おおはる議会だより」より

も多く読まれていることが分かりました。

　「広報おおはる」は、町全体の情報やイベント、日常

生活に関する内容が多く含まれており、より身近で関心

を引きやすい情報が提供されているからだと思います。

　「おおはる議会だより」の読者が少ないのは、議会に

関連する情報が分かりにくく、身近な内容に感じていた

だけていないためだと考えます。

　今後も、多くの方々に読んでいただけるように、より

工夫していきます。 アクティブ GENKI 隊と体操も

●敬老会招待（75 歳以上）●敬老会招待（75 歳以上）

　　　　　　　　4,283 人　　　　　　　　4,283 人

　うち満 100 歳以上　　うち満 100 歳以上　10 人

　（令和 6 年 8 月 30 日時点）　（令和 6 年 8 月 30 日時点）

●敬老会出席者         ●敬老会出席者         157 人157 人

ご協力ありがとうございました

もっと親しまれ　分かりやすい　紙面にしていくために　-2-もっと親しまれ　分かりやすい　紙面にしていくために　-2-


